音楽科２年 １

	[bookmark: _Hlk83375263]題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「夢の世界を」「リズムゲーム」「リズムアンサンブル」
・範唱を聴き，歌詞の表す情景や心情について話し合う。
・音色，リズム，テクスチュア，構成を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えワークシートに記入する。
・曲にふさわしい歌唱表現としてどのように表すかについて思いや意図を持
つ。
	○
	○
	
	②演奏の様子を映像で確かめられるようにする。

	2
	・前時に学習したことを基に，曲にふさわしい音楽表現について考え，工夫
しながらいろいろな歌い方を試す。
・どのように歌うかについての思いや意図を再確認する。考えが変わったり，気付いたりしたことはワークシートに加筆し,発表する。
・学習を生かして，全体で歌う。
	○
	
	○
	③ワークシートのメモを基に，表現の意図や友達の表現から感じ取ったことを交流させる。


題材名「曲想と曲の構成を感じ取って歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）]　



	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「翼をください」「My Voice」
・範唱を聴き，歌詞の表す情景や心情，曲の雰囲気に関心を持つ。
・パートごとに歌ったり，CDを聴いたりして，気付いたことをまとめ,発表し合う。
・各パートの意見を聴き，音楽の特徴について理解を深める。
	○
	
	
	③歌詞から想像したことや，曲から感じたことを交流させる。


	2
	・リズム，テクスチュア，強弱，構成を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，音楽表現を創意工夫する。
・創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら，他者と合わせて歌う技能を身に付ける。
・曲想と歌詞の内容との関わりや，声部の役割と全体の響きとの関わりを生かした表現について振り返り，ワークシートにまとめる。
	
	○
	○
	②１人１台端末を利用して演奏を記録し，自分たちで聴いたり見たりして確認し，音楽表現を工夫させる。


題材名「パートの役割を理解して，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（イ）]　




	題材の
目標
	音階や言葉などの特徴及び音のつながり方の特徴について理解するとともに，それらを生かしたまとまりのある創作表現を創意工夫して音楽をつくる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	「My Melody」
・言葉の抑揚に合わせ，旋律に音を合わせる。
・４分の４拍子，４小節の旋律をつくる。
・P.95の民謡音階を使い，旋律をつくる。
・民謡音階に合わせた終わり方を考える。
・作品を聴き合ったり，録画した演奏を振り返ったりして,感じたことや気付いたことを伝える。
・意見を交流したことを参考に旋律を完成させ，再度発表する。
・つくった作品を五線に記入する。
	○
	○
	○
	②１人１台端末を活用し，演奏を録音（録画）して振り返りに生かすようにする。



題材名「言葉の抑揚を生かして創作表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（３）アイ（ア）ウ]　　





	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や曲の背景との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい器楽表現を創意工夫して演奏する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「リコーダーLESSON２，３」
・中学生の器楽P.24～28について学習する。
・リコーダーの運指や演奏方法（サミングなど）を確認する。
・運指に気を付けながら吹き方を工夫する。
	○
	
	○
	②運指を大型テレビや１人１台端末等で掲示する。

	2
	「千の風になって」「Edelweiss」
・曲想と音楽の構造との関わりについて理解する。
・音色，リズム，旋律，テクスチュアを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，曲にふさわしい器楽表現を工夫する。
	
	○
	
	

	3
	・楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解する。
・創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の音などを聴きながら，他者と合わせて演奏する技能を身に付ける。
・グループで発表する。
・題材を通して学んだことをワークシートに記入する。
	○
	
	○
	


題材名「曲想と音楽の構造との関わりを理解して，器楽表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（２）アイ（ア）ウ（イ）]　　


	題材の題材名「曲想と音楽の構造との関わりを理解して，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（ア）イ（ア）]　　　

目標
	曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「フーガ　ト短調」
・「フーガ　ト短調」の冒頭の部分を聴き，感じたことをワークシートに記入する。
・どのような楽器で演奏されているのか，また演奏場所やつくられた時代について考え，気付いたことや感じたことを話し合う。
・「フーガ　ト短調」の第1部を聴き，主題の現れる回数と声部の数について意見を交換する。
・主題に着目して曲を通して聴き，主題が現れる回数を聴き取る。
	
	○
	
	

	2
	・主題の現れ方や旋律の重なり方について，気付いたことをワークシートに記入する。
・P.16の「パートの役割や音の重なり方」を参考に，テクスチュアについて考える。
・「フーガ」という形式について理解する。
・映像で鑑賞する。
・パイプオルガンの楽器の特徴や音色について知り，感じたことや気付いたことを話し合う。
	○
	○
	
	②楽譜を大型テレビや１人１台端末等で掲示する。
②演奏の様子や楽器の音色を映像で確かめられるようにする。

	3
	・音色，旋律，テクスチュア，形式を知覚・感受しながら，曲や演奏に対する評価とその根拠について自分なりに考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
・曲のよさや魅力について，知覚・感受したことと関連付けながら批評文を考え，ワークシートに記入する。
・グループで批評文を発表し合い，意見交流する。
・全体で批評文を発表し合い，改めて音楽を聴いて確認しながら，曲への理解を深める。
	
	○
	○
	

	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「夏の思い出（共通教材）」
・歌詞の内容や曲想に関心を持ち，旋律や強弱などの特徴を捉える。
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを理解する。
・曲にふさわしい歌唱表現の工夫についてワークシートに記入し，話し合う。
・創意工夫を生かして，「夏の思い出」を歌う。
	
	○
	○
	

	2
	「荒城の月（共通教材）」「サンタルチア」
・歌詞の内容や曲想に関心を持ち，旋律や強弱などの特徴を捉える。
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを理解する。
・曲にふさわしい歌唱表現の工夫についてワークシートに記入し，話し合う。
	
	○
	
	③ワークシートのメモを基に，歌詞の内容や曲想を生かした歌唱表現について交流させる。

	3
	・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付ける。
・歌詞の内容や旋律が醸し出す雰囲気を生かした表現について振り返り，ワークシートにまとめる。
	○
	
	○
	


題材名「曲想と歌詞の内容との関わりを理解して，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）]　　　



	題材の題材名「曲想と歌詞の内容との関わりを理解して，歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）]　

目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌い，生活や社会における音楽の意味や役割について考える。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「Joyful，Joyful」「メッセージ」「生活や社会の中の音楽」
・英語による範唱を聴き，旋律や曲の雰囲気について気付いたことや感じ取ったことを話し合う。また，英語の語感（発音，アクセント）などを確認する。
・日本語による範唱を聴きながら歌う。
・曲想の変化や感じ取ったことをワークシートに記入し，意見交流する。
	
	○
	
	

	2
	・曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫する。
・英語による範唱を聴き，楽譜のＡ，Ｂにふさわしい表現を各自考え，ワークシートに記入して英語で歌い試す。
・グループに分かれて表現の工夫について考え，ふさわしい表現方法を歌い試す。
・どのように歌うかについての思いや意図，表現の工夫をワークシートに記入する。
	
	○
	
	②グループごとに１人１台端末で演奏を録画し，気付いたことを話し合ったり，ワークシートに記入したりしながら，音楽表現を工夫させる。

	3
	・曲にふさわしい音楽表現になるよう，発声や言葉の発音，身体の使い方（呼吸法）などを考え，歌う。
・グループごとに発表し，表現について全体で意見を交流する。
・リズム，速度，旋律，強弱などに触れながら学んだことや自分の表現が変容したことなどをワークシートに記入し，発表する。
	○
	
	○
	


題材名「曲想と音楽の構造との関わりを理解して歌唱表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（イ）]　


	題材の
目標
	音素材の特徴及び音の重なり方や反復，変化，対照などの構成上の特徴について理解するとともに，それらを生かしたまとまりのある創作表現を創意工夫して音楽をつくる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「Let‘s Create!」
・反復，変化，対照などの構成上の特徴について理解する。
・CDで作例を聴き，本題材の見通しを持つ。
・教科書P.38①の「リズムのもと」を演奏し，つくり方を理解する。
・グループに分かれ，音価の異なる「リズムのもと」を三つつくり，ワークシートに記入する。
・教科書P.38②のリズムの例を演奏し，反復，変化のつくり方を理解する。
・２小節のリズムを数種類つくり，工夫した点とともにワークシートに記入する。
	○
	
	
	

	2
	・リズム，テクスチュア，構成を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，まとまりのある創作表現を創意工夫する。
・教科書P.39③と④の作例を聴いたり，例を学級全体で試したりして，曲想と音の重なり方について理解する。
・「どのようなサラダをつくりたいか」についてグループでイメージや音の重ね方を話し合い，「サラダを盛り付ける音楽」を試行錯誤しながらつくる。
・「サラダを食べる音楽」のイメージや音の減らし方をグループで話し合い，試行錯誤しながらつくる。
・工夫した点とつくった音楽をワークシートに記入する。
	
	○
	
	②１人１台端末を利用して試作の演奏を記録し，自分たちで聴いたり見たりして確認し，創作表現を工夫させる。


題材名「音の重なり方や反復，変化を理解して，創作表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（３）アイ（イ）ウ]

	3
	・創意工夫を生かした表現で音楽をつくるために必要な，課題や条件に沿ったリズムや音の重なり方の組み合わせなどの技能を身に付けて音楽をつくる。
・グループで，速度や強弱の工夫，掛け声やタイミングについて話し合い，演奏して試し完成する。
・グループごとに「サラダを盛り付ける音楽」と「サラダを食べる音楽」の演奏を続けて発表し，全体でそれぞれの作品についてのよさを伝え合う。
・リズム創作に関する自分の考えの深まりや変容と，創作のよさや面白さについてワークシートに記入し，全体で意見交流する。
	○
	
	○
	②③１人１台端末等を活用し，自分たちの演奏を録音（録画）し，客観的に聴かせることで，感じたことや気付いたことについて話し合い，音楽づくりにつなげられるようにする。


題材名「音の重なり方や反復，変化を理解して，創作表現を工夫しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（３）アイ（イ）ウ]










	題材の
目標
	曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「『アイーダ』から」
・あらすじ，登場人物の関係を知る。
・曲想と音色，旋律，テクスチュアとの関わりについて理解する。
・「清きアイーダ」「おお，我が故郷」「さらばこの世よ，涙の谷よ」を聴き，声の音色，歌い方，旋律の動きなどの特徴をワークシートに記入し，意見交流する。
・オペラを構成する要素を理解する。
	○
	
	
	②１人１台端末の付箋機能等を利用し，気付いたことを共有させる。

	2
	・音色，旋律，テクスチュアを知覚・感受しながら，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
・第２幕から凱旋の場を聴き，曲に対する評価とその根拠について考えたことを批評文にまとめる。
・ペアやグループで批評文を発表し合い，それぞれの内容について意見交流する。
・全体で批評文を発表し合い，音楽を聴いて確認しながら，音楽のよさについて共有し，まとめの鑑賞をする。
	
	○
	○
	


題材名「オペラに親しみ，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（ア）イ（ア）]　　　　　　



	題材
の
目標
	・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史，他の芸術との関わりについて理解
するとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声と関わりについて理解す
るとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　４時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「文楽『新版歌祭文』から『野崎村の段』」
・文楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりについて理解する。
・声や楽器の音色，旋律に注目して音源を聴き，気付いたことや感じ取ったことをワークシートにまとめる。
・文楽が生まれた地域や時代について調べ，それらが文楽や義太夫節に与えている影響について考え，ワークシートにまとめる。
・理解したことを意識して，再度鑑賞する。
	○
	
	
	③１人１台端末のインターネットを利用して，文楽が生まれた地域や時代について調べさせる。

	2
	・文楽の特徴や，義太夫節の声や楽器の音色，速度，旋律を知覚・感受しながら，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
・“野崎村の段”のあらすじと主要な登場人物の関係を知り，それぞれの心情について考える。
・教科書P.64,65のポイント１～３の部分を聴き，太夫の声の音色，間，語りの速度，旋律に注目して，どのように表現されているかグループで意見を出し合い，発表する。
・文楽に対する評価とその根拠について考えたことを批評文にまとめる。
	
	○
	○
	③太夫の特徴（音色，間，語りの速度，旋律）について感じたことを，交流させる。



題材名「文楽に親しみ，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（イ）ウ（ア）Ｂ（１）ア（ア）イ（イ）]　　

	3
	「義太夫節『野崎村の段』から」
・文楽における義太夫節の役割について知る。
・義太夫節の声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わりについて模範演奏を聴き，ワークシートに気付いたことを記入する。
・模範演奏を聴いたり語ったりして，声の音色やセリフの抑揚，節回しの特徴を感じ取るとともに，どのような声の音色や言葉の発音で語ったらよいかを考え，ワークシートに記入し，意見交換する。
	○
	○
	
	③抑揚や節回しの特徴について感じ取った意見を，交流させる。

	4
	・創意工夫を生かした表現で義太夫節を語るために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付ける。
・義太夫節にふさわしい表現をするために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方などを個人やグループで追求し，発表する。
・他グループの演奏を聴き，感想を伝え合ったり，自分たちの演奏を振り返ったりする。
・義太夫節のよさ（魅力や面白さ）をワークシートにまとめ，全体で意見交流する。
	○
	
	○
	



題材名「文楽に親しみ，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（イ）ウ（ア）Ｂ（１）ア（ア）イ（イ）]　　






	題材の
目標
	・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりについて理解するととも
に，生活や社会の中における音楽の意味や役割について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
・楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解するとともに，それらを生
かした曲にふさわしい器楽表現を創意工夫して演奏する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「受け継ごう！郷土の祭りや芸能」
・郷土の祭りや芸能の種類について知る。
・自分たちの住んでいる地域に伝わる祭りや芸能について調べ，歴史や背景など分かったことをワークシートにまとめる。
・まとめたことを全体で共有して理解を深める。
	○
	
	
	②１人１台端末のインターネットを利用し，地域に伝わる祭りや芸能について調べさせる。 

	2
	「天高く鳴り響け（太鼓）」
・基礎的奏法を確認し，地打ちと表打ちを打ってみる。
・唱歌を唱えてリズムや音の感じ，リズムのまとまりをつかむ。
・唱歌を唱えながら，ばちを持って楽譜どおりに素振りをする。
・拍にのって，太鼓１と２のパートを，それぞれ演奏する。
	○
	
	
	

	3
	・前時の学習を振り返る。
・太鼓１と２のパートに分かれ，アンサンブルをする。
・音色や強弱，音の重なりなどに気を付けて，曲にふさわしい表現を工夫し，どのように表現するかについて考え，ワークシートに記入する。
・ワークシートを基に発表し合い，グループや全体で演奏を試しながら，曲にふさわしい音楽表現について共有する。
・曲にふさわしい表現を工夫してアンサンブルする。
	
	○
	○
	


題材名「日本の郷土芸能や伝統音楽の特徴を理解して，その魅力を味わおう」学習指導要領の内容[Ａ（２）アイ（イ）ウ（ア）Ｂ（１）ア（イ）イ（イ）]

	題材の
目標
	諸外国の様々な音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性を理解するとともに，音楽表現の共通性や固有性について考え，音楽のよさや美しさを味わって聴く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　２時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「世界の諸民族の音楽」
・「グリオ」「フラメンコ」「京劇」「ブルガリアの女声合唱」を聴き，世界の様々な音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性について考え，ワークシートに記入する。
・とらえた特質や雰囲気を基に，共通点や相違点について考え，ワークシートに記入し意見を交流する。
・それぞれの音楽の特徴と，その特徴から生まれる音楽の多様性について，再度鑑賞しながら，互いの意見を確認する。
	○
	○
	
	③ワークシートのメモを基に，知覚・感受したことについて交流させる。

	2
	・前時の学習の振り返りをする。
・曲の魅力と音楽の特徴やその背景とを関連付けながら聴き，音楽のよさや美しさについて気付いたことや感じ取ったことをワークシートに記入する。
・自分の考えを発表し，意見を交流する。
	
	○
	○
	




題材名「世界の様々な音楽の特徴を理解して，その魅力を味わおう」　学習指導要領の内容[Ｂ（１）ア（ウ）イ（ウ）]

	題材の
目標
	曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	　３時間
	時間
	

	時
	主な学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	「歌い継ごう日本の歌」「心通う合唱」
・「夏は来ぬ」「ふるさと」「やさしさに包まれたなら」の範唱を聴く。
・曲想と音楽の構造や，歌詞の内容との関わりについて考え，ワークシートに記入する。
・曲にふさわしい表現やその表現方法について，パートごとに話し合い，発表する。
・考えた表現方法を基に，全体で合唱する。
	
	○
	
	③歌詞や曲から感じたことを交流させ，パートごとに歌い方を工夫させる。

	2
・
3
	・曲想と音楽の構造や，歌詞の内容との関わりについて考え，ワークシートに記入する。
・曲にふさわしい表現やその表現方法について，パートごとに話し合い，発表する。
・考えた表現方法を基に，全体で合唱する。
	○
	
	○
	


[bookmark: _GoBack]題材名「仲間とともに，表情豊かに合唱しよう」　学習指導要領の内容[Ａ（１）アイ（ア）ウ（ア）（イ）]　　

仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

